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研究成果の概要（和文）：高齢者の場合、記憶の保持がメンタルモデルを構築するポイントであ

り、階層構造を理解しなくても良いインタフェースが望ましい。メンタルモデルの構成要素と

して、①プランニング、②状況の理解、③表示の理解、④概念の形成、⑤メタファ、⑥フィー

ドバックの検討、⑦システムの振る舞いの予測、⑧システムの要素間の相互作用、⑨操作記憶

の想起、の 9項目が抽出された。 
 
研究成果の概要（英文）：It is important for the aged to keep the memory for constructing 
mental model. The good user interface for them has structure for them not to understand 
the hierarchical structure of systems. The compositions of the mental model are as follows. 
(1) planning, (2) understand the situation, (3) understand the indication, (4) form the 
general idea, (5)metaphor, (6) feedback, (7) estimate the trend of systems, (8) 
interaction among the elements of systems, (9) remember the operational memory 
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１．研究開始当初の背景 

電化製品の操作部や GUI画面を操作する際、
ユーザはその操作部や GUIのメンタルモデル
を頭の中のスキーマから抽出し、一種の羅針
盤として活用して操作を行う。電化製品がコ
ンピュータ化され、ブラックブックス化され
ると、操作する時の唯一の手がかりはメンタ

ルモデルである。このような重要な認知系の
研究領域にも係わらず、この分野の研究領域
は、その性格上応用研究のウエイトが強く、
殆どの研究が概念レベルの研究か各論レベ
ルの事例研究があるのみで、実際の設計に活
用できる研究は殆ど見あたらない。 
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２．研究の目的 
メンタルモデルの研究は応用領域のためか、
継続された研究が無く、単発の事例研究でと
どまっているのが現状である。また、画面設
計や製品操作部の設計に非常に重要な設計
概念、項目であるにもかかわらず、現状では
国内外殆ど設計時に役立つガイドライン、設
計手法がない。本研究はこのような現状に対
して、メンタルモデルの体系化（情報の体系
化）と設計手法の提供によるデザイナーやエ
ンジニアの設計業務効率化を目指している。 
 
３．研究の方法 
課題を行うシミュレーション画面を作成し、
これを実験協力者(高齢者、若者)に行っても
らい、そのときのプロトコル(発話内容)をと
り、分析を行った。課題内容は実験テーマに
対応して、変えた。 
 
４．研究成果 
(1) 高齢者は自分が過去に使用したアナログ

機器の手順(入力→調整→出力の1ユニッ
ト)を現在のデジタル機器の操作にも適応
している。従って、この１ユニットの繰り
返しを上手くナビゲートできるデザインを
開発すれば高齢者でも高度のインタフェー
ス操作が可能と考えられる。 

(2)申請者が提唱しているメンタルモデルの3
階層モデルにおいて、①記憶レベルでは短
期記憶が主に働き、②ネットワークレベル
ではワーキングメモリーが主に働いて、最
後の③メンタルモデルが構築できると、操
作を理解することができる。高齢者の場合、
記憶の保持がメンタルモデルを構築するポ
イントであり、１つの操作に対して、その
サブタスク2つ程度で操作が終わるような
インタフェースにするのが望ましい。 

(3) 高齢者のメンタルモデル構築にパソコ
ンや携帯電話の使用経験がある高齢者が、
優れたメンタルモデルを構築することが
可能であるということが分かった。 

(4) 高齢者の多くは、ネットワーク構造を理
解するための structural model （構造モ
デル）を構築せず、functional model （機
能モデル）による機器操作を行う傾向にあ
る。 高齢者が操作しやすいインタフェー
スにするためには、階層構造を理解しなく
ても良いインタフェースが望ましい。しか
し、一方、高齢者に対してシステムの説明
書を提示する際には、操作の手順を示すよ
りもシステムの概念図を示すことが必要
であることもわかった。 

(5)高齢者のメンタルモデル構築能力は学歴
や経歴以外の個人の能力に依存している
可能性が高いことが示唆された。高齢者が
使ったことのないシステムに対するメン
タルモデルを構築するためには 

結晶性知能よりも流動性知能に近い能力
が必要であると考えられる。 

(6)高齢者が若年者ほどうまくインタフェー
スを扱えない原因として、①演繹的推論よ
りも直感や帰納的推論やから次の操作を
決定する傾向があること、②Situation 
Awareness（SA、状況認知）がうまく働か
ないこと、③記憶力が低下していること、
④システムに対して不慣れであることが
分かった。 
解決策として、①複雑な構造(操作のため
に条件が付くような構造)のインタフェー
スを避ける、②構造(structural model)や
手順 functional model)を利用した情報提
示を適宜行う、③外部記憶としてシステム
に関する情報をインタフェース上に表記
しておく、④高齢者の既存のメンタルモデ
ルに沿った設計を行う、⑤直感的な操作が
可能なインタフェース設計を行う、が必要
である。 

(7)若年者はインタフェースの構造情報から
Structural model と Functional model を
構築し、操作手順情報が与えられた際には
Functional modelだけで目的を達成できる
ことが分かった。一方、高齢者はモデルの
構築が比較的困難になる傾向があり、特に
操作手順情報が与えられた際に誤った
Structural model を構築することが、様々
な戸惑いや誤りを生じる原因となってい
る可能性があることが分かった。 

(8) メンタルモデルの 3階層モデル（記憶レ
ベル→ネットワークレベル→メンタルモ
デル構築レベル）において、修正しながら
スパイラル状に 3階層を上がってゆく修正
過程を把握した。 

(9)cognitive interview（操作手順を逆に聴
く方法を採用）を行うことで、メンタルモ
デルの構築度合いを計測できる方法を考
案した。 

(10)メンタルモデルの構成要素として、①プ
ランニング、②状況の理解、③表示の理解、
④概念の形成、⑤メタファ、⑥フィードバ
ックの検討、⑦システムの振る舞いの予測、
⑧システムの要素間の相互作用、⑨操作記
憶の想起、の 9項目が抽出された。 
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